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波と粒子の二重性は量子力学の主な概念の 1 つである．しかし，量子力学の初学者とっては分

かりづらい内容でもある 1-2)．本発表では，マイケルソン干渉計を用いて光の波動性と粒子性の同

時存在を示す実験装置を構成し、その実験結果について報告する． 

Fig.1 に示す実験配置はマイケルソン干渉計に基づき構成したもので，光源は波長 632.8 nm の

He-Ne レーザーを用いた．光の波動性の測定

はフォトダイオード(PD)で、粒子性の測定は

光電子増倍管(PMT)で行った．PD と PMT に

入ってきた光強度は電磁気学および量子力学

から[1 + cos{2𝜋(𝐿2 − 𝐿1)/𝜆 ] に比例すること

が既に知られている。ここで, λはレーザー

波長， 𝐿2 − 𝐿1は二つ経路(BS1→CCP1,2→BS1)

の光路差である．実験では，鋸型の電圧 VPZT(t)

を圧電素子(PZT)に加えることによって，光路

差を変化させた． 

実験結果を Fig.2 に示す．(a)は PMT 検出信

号を 1回(50 ms 間)測定したものである．PMT

に入ってきた光がドットとして示され，ドッ

トひとつが光子 1 個に対応している．これに

よって光の粒子性を確認できた．また，(e)で

は PD で検出した光強度分布は余弦関数とな

り，光の波動性として確認できた．一方，(b)

から(d)までは PMT 検出信号を複数回測定し

て平均を取ったものである． (a)→(b) →(c) 

→(d)に従って，光は光子として検出されてい

ながらも波動性に近づいていることが示され

た．当日は，理論をより詳しく報告する予定で

ある． 
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 Fig. 2  Experimental results.

(e)

CCP1

PZT

P

P

CCP2

VPZT(t)

I

Fig.1 Experimental setup.
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CCP1,2 : cube corner prism;

M: mirror;

P: polarizer;

BS1,2: beam splitter.
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